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【手続補正書】
【提出日】平成25年2月18日(2013.2.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
修飾された抗体を産生するために抗体上に配置された複数の遊離アミノ基の少なくとも１
個でビオチンと複合体化された抗体、該抗体は完全な抗体と比較して減少した正味の正電
荷を有し、該抗体はF(ab’)2フラグメントおよび同じタイプの完全な抗体のクリアランス
速度の間のインビボ・クリアランス速度を有する、但し、該ビオチンはヘテロ二官能性剤
を介して該抗体に結合していない；および、
　該修飾された抗体に付着した化学的部分、
を含む物質の組成物。
【請求項２】
前記抗体がモノクローナル抗体およびポリクローナル抗体からなる群から選択される、請
求項１に記載の組成物。
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【請求項３】
前記化学的部分が標識である、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
前記標識が放射性核種である、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
前記放射性核種がハロゲン放射性核種およびテクニチウム(technitium)からなる群から選
択される、請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
前記ハロゲン放射性核種が125Iおよび131Iからなる群から選択される、請求項５に記載の
組成物。
【請求項７】
前記標識が磁気共鳴画像化により検出できる、請求項３に記載の組成物。
【請求項８】
前記化学的部分が生物学的に活性な分子である、請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
前記生物学的に活性な分子が毒素、薬剤およびキレートからなる群から選択される、請求
項８に記載の組成物。
【請求項１０】
前記薬剤がメトトレキセート、5-フルオロ-ウラシル、シスプラチン(cis-platinum)およ
びアドリアマイシンからなる群から選択される、請求項９に記載の的組成物。
【請求項１１】
前記抗体がキメラ抗体である、請求項１に記載の組成物。
【請求項１２】
前記抗体がモノクローナル抗体TNT-1である、請求項２に記載の組成物。
【請求項１３】
修飾された抗体を産生するために抗体上に配置された複数の遊離アミノ基の少なくとも１
個で化学的試薬と複合体化された抗体、該抗体は完全な抗体と比較して減少した正味の正
電荷を有し、該抗体はF(ab’)2フラグメントおよび同じタイプの完全な抗体のクリアラン
ス速度の間のインビボ・クリアランス速度を有する、但し、該化学的試薬はヘテロ二官能
性剤ではない；および、
　該修飾された抗体に付着した化学的部分、該化学的部分はリシンA鎖を含む、
を含む物質の組成物。
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